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の 
ニ
つ
の
研
究
書
ょ
り
，-

_

.
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
こ
の
地
球
か
ら
戦
争
を
な
く
し
、
恒
久
平
和
を
う
ち
た 

て
る
こ
.と
が
で
き
る

か
*と
う
か
.の
、
長
い
試
練
.の
■ま
え
に
.立

-?
て
.
.
い
る
。
戦
争

.
 

が
-
<類
の
宿
命
と
し
て
う
け
と
ら
れ
、
恒
久
平
和
が
人
類
の
夢
で
.あ
っ
た
こ 

と
、
い
ま
な
■お
、
夢
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
お
か
れ
て
い 

る
時
点
が
、
い
か
に
世
界
史
の
流
れ
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
か
わ
か 

ろ
う
。
.ま
た
、

マ
ル
ク
ス
主
義
；

t

な
立
場
に
立
て
ば
、
平
和
を
維
持
し
、
戦
争 

を
な
く
す
と
い
う
こ
1
が
、
社
会
主
義

.の
実
現
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
.れ
な
.
 

か

'っ
た
、
わ
ず
か
十
数
年
以
前
の
こ
と
を
想
起
す
る
.な
ら
ば
、
■こ
の
，こ
と
の
も 

0

8

. 

の
奥
ふ
か
さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
.が
あ
ろ
う
。
こ
の
ょ
う
な
'
 

可
能
性
を
生
ん
だ
い
く
つ
か
の
要
因
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
主
義
の
比
重
の
增 

大
と
い
う
琳
実
が
'そ
の
：基
調
を
な
し
て
お
り
、
i

と
■も
基
調
を
な
し
て
ゆ
く 

と
す
れ
ば
、
.社
会
主
義
の
問
題
の
重
要
さ
は
、
：好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
わ
ら 

ず
、
ま
す
ま
.す
大
き
く
な
っ
て
き
た
.と
い
え
ょ
う
0

:

*•
.
.
,
:
■.
 

ノ
.
.
.

.
1
.
九
0-
五
丨1

九
ニ
ャ
年
の
ド

ィ

■ッ
社
会
民
主
党
史

.
正

：
由皮次
一郎

こ
う
し
：た
歴
史
の
大
き
‘な
流
れ
の
う
え
に
立
っ
て
、
、社
会
主
義
と
社
会
主
義 

運
動
を
、
あ
た
ら
し
く
再
検
討
す
べ
き
と
き
に
き
て
い
る
。
理
論
の
重
要
な
一 

つ
の
機
能
が
、
人
類
の
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
.：に
お
い
て
、
そ
の
苦
悩
を
で
き
る
だ 

け
少
な
.く
し
、
的
を
い
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の 

こ
と
は
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0
こ
れ
は
、
社
会
主
義
に
未
来
を
み
よ
う
と
、
 

あ
る
い
は
批
判
的
態
度
を
持
と
う
'と
、
今
日
の
大
き
な
変
^
に
つ
な
が
る
、
歴 

史
的
素
材
を
ふ
ふ
ま
え
て
、
批
判
と
肯
隹
の
論
理
を
緻
密
に
し
、
論
証
を
ふ
か 

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
，こ
と
を
含
ん
で
.い
る
。
い
ま
日
本
の
社
会
党
が
な 

め
て
い
る
苦
悩
も
、
日
本
の
労
働
運
動
が
当
面
し
て
い
る
問
題
も
、
さ
ら
に
は 

共
産
主
義
運
動
が
ィ
デ
オ
ロ
ギ
！
の
分
膝
で
展
開
し
て
い
る
現
代
修
正
主
義
批 

判
も
、
，当
事
者
の
.
0先
き

の

.!
&
治

^
的
、
問
題
意
識
の
海
度
は
お
く
と
し
て
、
 

.長
い
.目
で7

み
る
な
ら
ば
、
こ

-5
1,
:
-
.
た
歴
史
的
変
動
を
甚
調
と
.し
た
.、
：
長
い
過
程 

の一
.

つ
と
み
?)
'
こ
と
が
で
き
な
い
.で
あ
ろ
：う
が
。

.

.
こ
.
の
よ
う
に
考
え
る
と
、，：：ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
の
歴
史
は
、
'：新
し
い
関
心
を 

.そ
そ
ら
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
ほ
、
，
' 

.

マ
.ル
ク
ス
主
義
の
リ
K

yテ
ィ
を
検
証

兰七
兌七

P

m

第 1 0 表製銅部闵労働人員（人)

企 業 昭 27 28 29
■ s H e H m a u M M n M a n a a a

30 31 32年末
....

! 8,419 2,956 2,695 2,554 2,624 2,598

2 2,266 2,069 1,824 1,877 1,822 1,840

3 2,265 1,971 1,853 2,053 1,911 1,749

4 940 - 1,862 1,116 1,316 1,310 1,327

5 1,748 2,045 1,718 1,735 1,958 1,976

6 350 514 1,076 1,238 522 520

7 591 847 662 661 503 654

8 825 4B1 482 597 6B4 532

9 504 384 373 331 340 336

10 237 226 212 275 233 281

11 311 283 275 245 245 243

12 415 410 375 272 278 350

13 160 171 144 172 164 170

(注） 出所は鉄銅連盟「製鉄事業参考資料」昭耵〜 3 2 年販



す
る
、
豊
か
な
歴
史
的
素
材
の
一
つ
'と
し
て
で
あ
る
。
こ
う
し
：た
個
別
的
で
具 

.体
的
な
歴
史
の
検
証
を
通
じ
て
、
社
会
主
義
の
両
検
討
は
、-
奥
ゆ
き
の
ふ
か
い 

も
の
と
な
'る
で
，あ
ろ
う
。

.マ
ル
ク
ス
主
義
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
；い
う
目
で
、
ド
ィ 

ッ
社
会
民
主
党
の
歴
史
を
み
る
時
、
ど
の
ょ
う
な
と
と
：に
な
る
か
、
非
常
に
興 

味
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
,.
.

C
注
5 

'

本
稿
で
は
、

の
研
究
書
か
ら
、
：
ア
メ
リ
カ
の
著
者
の
も
の
：を
、
そ
し
て 

つ
な
が
り
を
も
ら
た
^

を̂
极
っ
，た
も
の
一
：

i

冊
を
え
ら
ん
.だ
。
著
者
の
.問
題
意 

.識
、
'素
材
の
づ
か
み
方
、
結
論

、
' こ
う
い
っ
た
も
の
，を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
紹 

介
し
た
い
と
思
う
。

.:

本
稿
⑵
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
、o

a
r
l
E
.

 wchorske; G
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c
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h
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d
ol
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u
-
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 of the G
r
e
a
t Schism, 

1955.

で
あ
り
、
⑶
で
紹
介
さ
れ
る
の
は〔

ド

J
o
gc&
p
^

w
e
r
l
a
u
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T
h
e

 

G
e
r
m
a
n

 Social D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

 p
a
r
^
1
9
1
4

 
丨
1
'g
l, 19

4
9
.

で
あ
る
。

(

注
一)

「

理
M
J

( 
ー
-A
五
九
年
六
月
号

)

の

「

ソ
連
を
，め
ぐ
る
.現
代
の
修
芷 

主
義」

と
い
う
論
文
の
中
で
、
加
藤
宽
氏
は
、

「

わ
れ
わ
れ
.の
み
る
と
こ
ろ 

で
は
、
瑰
代
の
修
；此
生
義
論
争
は
、
' 政
治
的
な
意
図
を
も
っ
て
、

『

#
ら
れ 

.た
る』

..■修正

.
'n:
.義
論
争
で
あ
る」

と
断
言
し
，て
い
■る

。

し
か
■し
、
■こ
れ
は
少

_ 

し
、
：

「

政
，治
的」

な
断
觉
に
す
ぎ
る
ょ
う
に
，思
え
る
。

(

注ri) 

_(1
)
戦
後
の
、
ド
ィ
ッ
社
会
党
史
葡
'究
嘗
の
う
ち

' p
et
e
r
'
G
a
y
;

闩 h

が d
i
l
e
m
m
a of 

b
B
O
O
H
P
®

 

socia

l—'
i
s
m
,
M
d
u
a
r
d

w
e
m
- 

sct
-
e
i
l
l
^
o

げ
e
^
y
s
o

to. Marx, 195.2.

は
見
逃
ず
こ
と
の
で
き
な
.い
■も

'
三

入

(

九
七
ニ)

の
で
あ
る
が
、
こ
の
紹
介
は
別
の
機
会
：に
ゆ
ず
る
。

:

⑵
ド
ィ
ッ
：社
会
民
主
党
史
，の
.戦
後
研
究
に
つ
い
て
は
、
林
健
太
郎
氏
が
、

ふ「

現
代
社
会
主
義
：の
：再
検
討J 

(

中
央
.公
論
社)

の
五
一
頁
で
ふ
れ
て
い
る
。

ま
た
：飯
田
鼎
氏
も
、「

三
田
学
会
雜
誌
：

J

第
五
十
二
巻
：四
号
六
四
頁
‘で
ふ
れ
て 

■ 

'
ぃ
る
;0
.'
:

.

.

.

.
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ス
注
三)

,

,
:8
0
1
1
0
1

畀
0
'は
、「

大
分
裂
の
発
展」

の
副
題
が
し
め
す
よ
う
に
、
本
書
を 

つ
ぎ
の
五
つ
の
訊
分
に
わ
け
て
、
経
過
的
に
分
析
し
て
い
る
。

k
r

部

.
挑
戦
さ
れ
.た
改
良
戦
術a

.

九
Q
五—

ー，'九
〇
七)

,
第
一
一
部
' 
右
派
の
強
化：C

一
 
九
〇
六
11

九
0

九)

'

第

三

部

.立
憲
的
改
良
の
た
め
の11

つ
の
.戦
術(

ー'九
0
九
丨」

九 
一
0) 

'
第

四
部

:.
深
ま
.る
危
機
と
.急
進
派
.の
苒
強
化(

.一
九
一
ー
丄
ガ
ー

0 

.,
;第
五
'部)

壊

'
滅

.：

.

:
■
•

•

.

著
者
は
、
今
日
全
く
性
格
を
：異
に
し
、.互
い
：に
敵
と〗

し
て
争
っ
て
い
る
社
会 

民
主
党
と
共
産
党
は
、
同
じ
起
源
を
も
っ
て
お
り
、
な
ぜ
ぢ
が
っ
た
道
を
步
む 

'よ
う
に
.な
り
、
，ど
ん
な
経
過
を
経
て
分
れ
て
い

' っ
た
の
が
、

ま
た

JM
I1
U
の
党 

が
、
ど
の
よ
う
に
第
ー
‘次
大
戦
に
お
い
て
^

_運
動
を
分
解
さ
せ
、
そ
の
後
の 

レ
I

一一.ン
主
義
の
^
大
を
た
す
け
た
か
に
答
え
る
こ
と
が
研
究
の

2̂

的
で
あ
る 

と
す
る
。
こ
の
：場
合
、
改
良
主
義
の
枱
頭
が
分
裂
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
通
説 

を
拒
み
、
改
良
主
義
が
理
論
面
か
ら
、
革
命
主
義
が
実
践
面
か
ら
、
旧
党
の
、
 

し
だ
い
に
：現
実
は
そ
ぐ
ゎ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
伝
統
を
ほ
り
く
ず
し
て
ゆ
く
過

程
を
、
分
裂
の
発
展
過
程
と
し
て
み
る
。

.

——
(

一
九
〇
艽—

一
九
〇
七)

一
九
〇
五
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
衝
撃
を
、
ど
の
ょ
う
な
実
情
の
う
ち
に
党
は
.

う
け
た
か
、
こ
れ
を
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領(

一
八
九
一
年)

の
も
つ
意
味
と
、
改

良
主
義
の
急
速
な
枱
頭
の
二
つ
の
面
か
ら
明
ら
か
.に
す
る
。H

ル
フ
ル
ト
綱
領

は

「

共
産
党
宣
言」

.の
資
本
主
義
発
展
の
傾
向
法
則
を
確
認
し
た
f

的
な
侧

面
と
、
ゴ
一
タ
綱
領
を
ひ
き
づ
い
で
、
資
本
主
義
の
わ
く
内
で
改
良
し
て
ゆ
こ

う
と
す
る
面
の
ニ
侧
面
を
も
ち
、
革
命
主
義
者
と
改
良
主
義
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の 

' 

i) 

.、
 

側
面
を
う
け
つ
い
で
ゆ
く
と
み
る
。
改
良
主
義
の
拾
頭
は
、
南
ド
ィ
ッ
を
中
心

と
す
る
、

地
域
的
後
進
性
の
う
え
に
た
っ

て
発
展
し
て
き
た
も
の
と
ハ
フ
ォ
ル

マ
ー
ル
の
演
説
に
代
表
さ
れ
る)

、
当
初
社
会
主
義
政
党
に
ょ
っ
て
胄
ぽ
さ
れ

た
労
働
組
合
が
、
.
一
八
九
五
丨
一
九
〇
〇
年
の
間
に
力
関
係
を
逆
転
さ
•せ
、
改

良
主
義
の
支
柱
と
な
る
に
至
づ
た
も
の
、
の
一
一
つ
が
指
摘
さ
れ
る
。

^

_組
合

は
、
そ
の
f

拡
大
と
共
に
、
日
常
i

の
追
求
に
存
在
理
由
を
定
め
、
紙
合

の
成
果
を
革
命
前
進
の
一
手
段
と
し
て
で
は
■な
く
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
考
え

‘た
。

一
九
〇
〇
年
迄
に
は
、
組
合
の
政
治
的
中
立
は
絶
対
化
し
て
お
り
、
.

「

ニ

柱
論」

(

労
働
組
合
丨
経
済
的
機
能
、
党
丨
政
治
的
機
能)

が
大
勢
を
制
し
て

.

い
た
。

こ
う
し
た
改
良
主
義
の
枱
頭
の
中
で
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
理
論

が
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
の
影
響
を
身
に
つ
け
.で
登
場
す
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
\
改
良
主

こ
：.う
..
し
.
.た
中
で

.

.

.
ロ
ゾ
ア
革
命
の
激
動
.を
む
か
え
.る
が
、

当
時
す
で
1に
労
資 

は
、
互
い
に
組
織
を
と
と
の
え
て
の
本
格
的
な
闘
争
を
く
り
か
え
し
て
お
り
、
 

争
議
件
数
は
未
.曽
有
の
数
に
達
し
て
い
た
。
.反
面
で
、
資
本
家
の
ロ
ッ
ク
ア
ゥ 

.

.ト
戦
術
の
探
用
«
:，
財

政

と

組̂

持̂
の
点
か
ら
組
合
指
導
者
の
保
守
性
を
強
，
 

め
：た
。
ま
た
党
内
の
备
進
膨
は
、
修
正
主
義
と
の
闘
い
に
つ
か
れ
、
革
<
%
行 

動
に
ょ
つ
'て
党
の
脱
皮
を
の
ぞ
も
う
と
し
て
お
り
、
.西
欧
各
地
の
ゼ
ネ
•
ス
ト 

は
、
那
常
な
感
銘
を
与
え
た
。

口
シ
ア
革
命
は
、
急
進
派
を
は
げ
ま
し
、
集
団 

ス
ト
是
否
の
論
議
は
、
い
か
に
と
れ
.を
行
な
う
か
の
問
題
に
か
わ

' 
た
。
集
団 

ス
ト
を
'、組
合
の
組
織
と
財
政
を
危
く
す
る
も
の
と
み
た
組
合
指
導
者
は
、
一
九 

〇
五
年
五
月
の
定
期
大
会
で
、
こ
れ
に
反
対
し
、
党
内
急
進
派
へ
の
闘
い
を
宣 

H
す
る
結
果
と
な
つ
た
。
急
進
派
は

J

g

p大
会

2
九
0
五

•九
.
一
七)

で 

勝
利
を
し
め
た
が
、.

一
九
〇
六
年
二
月
に
は
^.
執
行
部
が
組
合
の
全
国
委
と
秘 

.密
鐘
を
結
ん
で
、
集
団
ス
ト
の
阻
止
を
正
当
化
し
た
。
か
く
て
、
.
'

M
l
e
i
m

 

■

次

会

2
九
〇
六

•
九

，1 
一'
5 

.

で
、
急
進
派
の
勝
利
は
逆
転
し
、
逆
に
党
の 

.組
合
へ
の
従
属
の
道
が
ひ
ら
か
.れ
た
。

一
九
〇
五
年
の
罾
罾
が
党
急
進
派
.に
の 

こ
し
た
遺
産
は
、
第
一
に
、
一
九
〇
六
年
の
紙
合
と
の
秘
密
1

、M
l
e
i
m

 

大
会
で
の
態
度
が
ま
ね
い
た
党
執
行
部
へ
の
不
信
で
あ
り
、
こ
こ
にT

九
一
一 

1
一
九 
一
ニ
年
の
謀
叛
の
.種
が
.ま
か
れ
た
。
第
一
一
に
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
の 

r

集
団
'ス
ト
ラ
ィ
キ
、
党
、
お
ょ
び
'労
働
組
合
1-
に
結
実
し
た
と
し
ろ
の
、

ロ 

シ
ア
ギ
命
か
ら
学
ん
だ
急
進
的
な
戦
術
で
あ
り
、
こ
れ
は
党
の
伝
統
に
対
す
る 

左
か
ら
の
攻
撃
を
い
み
し
，た
。
 

.

..
一
九
〇
七
年
の
選
挙
の
敗
北
：：

(

A1

議
席
か
ら
四
三
議
席

O

は
、
政
府
の

’

：

三

九

(

九
七
三

)

義
と
修
疋
主
義
の
枱
頭
は
、
党
組
織
論
に
も
反
映
し
、
新
規
約
は
中
央
集
権
を 

貢
き
な
が
ら
も
、
州
組
織
に
大
幅
な
自
治
を
み
と
め
、
こ
.れ
が
後
に
左
派
反
対 

の
拠
点
と
な
'つ
.た
。

. 

.

,.1

九

〇

五

丨

一

.
九
ニ
一

 
部
の
ド
ィ
.ッ
社
会
民
主
党
史



世
界
政
策
の
勝
利
と
し
て
う
け
と
ら
れ
、
国
家
と
.民
族
に
対
す
る
態
度
は
い
か 

に
あ
る
べ
き
か
、

'i
い
う
新
し
：iい
：問
題
を
提
出
し
た
。
外
交
問
題
、
.擎

V
平 

ノ
和
の
問
題
を
、
党
が
は
じ
め
て
本
格
的
に
ど
り
あ
げ
た
の
は
、

I

I
 

S
 

2
九
0

0)

で
、
リ

I
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
'ア
イ
ス
.ナ
.
.丨.が
こ

の
.問

題

にと
り
く
ん
.
. 

で
い
た
。
し
か
し
、M

g
h
e
i
m

大

会(

ー
九
〇
六)

で
は
、
ベ
ー
べ
ル
は
軍 

国
主
義
反
対
活
動
強
化
の
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
提
案
に
強
く
反
対
.し
、
急
進_ 

派
と
の
溝
を
深
め
た
。
.ベ
ー
べ
ル
の
国
会
演
説
に
み
ら
れ
る
ょ
う
に
、
執
行
部 

は
、」

反
国
家
的
と
い
う
、党

の「

汚
名」
を
そ
そ
ぐ
努
力
を
し
て
い
た
。
ま
た
、

第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

3
ナ
ル
のStuttgart 

.大
会(

一

九
0
七

.
八)

で
と

っ
 

た
、
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
の
態
度
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
集
®
:
ス
ト
ラ 

ィ
キ
で
戦
争
を
阻
止
す
る
と
い
う
案
を
強
硬
に
拒
み
、

国
際
的
会
合
に
お
い 

て
、
は
じ
め
て
保
守
派
の
指
導
者
と
し
て
登
場
し
、

M
a
n
h
e
i
m

大

会C
1 

九
〇
六)

で
確
立
さ
れ
た
ト
リ
オ(

組
合
主
義
者•

修
正
主
義
考

•
執
行
部)

が
な
に
を
示
す
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

(

注
三)

.s
c
h
o
l

は
、
戦
略
業
務
局

(
P
S
.
S
0

ド

ィ

ッ

調

査

班

で

仕

事

.、 

を
し
て
い
た
が
、
い
ま
は

W
e
s
l
e
y
a
n

 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

に
奉
職
し
て
い
る 

模
様
。 

, 

:

(

注
四)

の
ち
に
轺
介
す
る

wCD
li
fo
p!
も
エ
ル
フ

ル
ト
綱
領
に
対
し
て

同
じ 

見
方
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

'コ
ー
ル
は
、
革
命
を
達
成
す
る
方
法
に
つ 

い
て
語
っ
て
な
い
の
を
、
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
弱
点
と
み
て
い
る

(

G
.
D
.

w
. Co

l
e
;

闩
げ
® Second International, p. 255.〕

o

• 

,

四

〇

(

九
七
四)

(

注
五)

.コ
!
ル
は
、
各
州
の
.
情
：の
M

Bを
非
常
に
重
視
し
て
い
る

Q

f

p. 251, P.. 25S, p. 299

し
。

’

(

注
六)

.

.

.

.

.

.

コ
：

—

ル
も
、
フ
ェ
.ビ
ァ
ン
協
会
の
影
響
を
強
調
し
て
お
り
、
社
会
主
義

.

の
転
化
の
方
法
に
つ
い
て
はw

e
b
'
b

 (Ibid., 

d
. 

.277 )

と
の
ま
た
植
民
地

政
策
に
つ
い
て
はg

げP
豸

.と
の
類
：似
を
指
摘
し
て
い
る(

J2:
f

p
,

S
CO
W
C

第
二
部
1

C
一
九
〇
六
丨
ー
九
〇
九)

こ
'の
時
期
を
、
現
象
的
に
は
休
戦
、
実
際
的
に
は
改
良
主
義
の
党
支
配
確
立 

の
時
期
と
み
る
。
そ
し
て
、
改
良
主
義
の
觉
支
配
確
立
過
程
.を
、
资
働
組
合
の 

影
響
の
拡
大
の
結
果
の
側
面
と
、
党
の
組
織
構
造
自
体
の
結
果
の
側
面
か
ら
明 

ち
'か
.
.にす
る
。
.

.

.

.，
 

.

.

.

.

■:
>-
.

」

の
時
期
は
、
B
c:
1
0
wブ
ロ
ッ
ク
の
強
硬
政
策
が
：修
正
主
義
的
戦
術
の
余 

地
を
な
く
さ
せ
た
が
、
同
時
■に
不
況
に
ょ
り
、
.労
働
組
合
の
活
動
を
も
沈
退
さ 

せ
急
進
派
戦
術
の
妥
当
性
も
う
ば
っ
た
。
ま
ず
、
胄
■
組
合
と
党
と
の
P
ぼ
と 

い
う
点
か
ら
み
る
と
、
労
働
組
合
は
急
進
派
の
力
の
源
泉
で
あ
る
、
メ 

iア
ー 

問
題
と
青
年
蓮
動
に
攻
撃
を
加
え
そ
の
力
を
う
ば
っ
た
0
こ
の
頃
、
加
盟
員
双 

の
点
で
、
党
と
組
合
の
比
重
は
一
対
四
の
割
合
に
■な
っ
た
。
こ
こ
で
急
進
派
内 

に
微
妙
な
変
化
が
あ
ら
.わ
れ
る
。
蚍
ち
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
が
ニ
〇
世
紀
の
革 

命
を
一
れ
ん
の
力

^
⑽
暴
動
の

^
態
と
し
て
み
た
の
に
対
し
、
ヵ
ゥ
ッ
キ
ー
 

は
、「
権
力
べ
の
道」

で
、
支

®

敬
の
道
徳
的
衰
退
を
重
視
し
、
自
然
崩
壊 

論
を
基
礎
に
、•
受
動
的
態
度
を
強
調
し(

エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
へ
の
復
婦
を
い
み 

す
る)

、
微
妙
な
相
違
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。

改
良
主
義
の
党
征
服
に
力
を
か
し
た

党
員
■
の
間
題
で
は
、
豸
各
肖
と

M
i
c
h
e
l
s

の
こ
の
面
の
研
究
は
、
党
の
官
僚
化
と
觉
分
裂
と
の
関
係
を
解
明 

す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
す
る
。

1

•九
0
五
年
以
前
は
、
党
の
合
理
的
中
央
集
権
的
組
織
は
確
立
さ
れ
て
お
ら 

ず
、
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
は
全
国
指
導
は
国
会
議
員
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
、
執
行
部

.
 

は
行
政
管
理
よ
り
政
治
宣
伝
に
関
心
を
も
ち
、

一
九
〇
、六
年
ま
で
は
紙
織
の
実 

態
も
知
ら
ず
、
地
方
党
組
織
か
ら
の
報
告
も
な
か
っ
た
。
下
部
機
関
の
実
態
は 

千
差
万
別
で
あ
っ
た
が
、

一
九
〇
三
年
の
選
挙
の
勝
利
と
対
修
正
主
義
闘
争
は 

し
っ
か
り
し
た
組
織
の
要
求
と
な
り
、
一
九
〇
四—

五
年
の
^

約̂
と
な
っ
た
。 

新
規
約
は
、
形
式
的
に
は
中
央
集
権
の
強
化
を
主
張
し
た
急
進
派
の
勝
利
の
.よ 

う
に
，み
え
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
後
の
発
展
が
示
す
よ
う
に
、
執
行
部
の
対 

急
進
派
闘
争
の
武
器
と
な
っ
た
。
即
ち
、
二
つ
に
は
、
各
^
^
区
を
単
位
と
す 

る
党
の
基
礎
組
織
が
、
全
国
執
行
部
と
、
地
方
中
間
組
織
で
決
定
さ
れ
た
.事
を 

遂
行
す
る
だ
け
の
機
関
と
な
り
、
罾
罾
と
地
力
申

㈱
砠
㈣
は
下
部
と
の
つ
な 

が
り
を
欠
い
て
い
ク
た

。

こ
れ
は
、
地
方
中
間
組
織
が
空
白
地
開
拓
の
た
め
に 

つ
く
ら
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
保
守
的
傾
向
.を
つ

よ

め

、

都

市

の

：
急

進

派

.に 

反
対
す
る
拠
点
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
い
.ま
一
つ
は
、

一
九
〇
五
年
の 

執
行
部
の
^

！
!記
制
採
用
に
は
じ
ま
り
、：

エ
ー
べ
..ル
ト
に
よ
る
各
級
機
関
の 

•
^
^
!
記
網
の
整
撒
を
逋
じ
て
の
$

化
で
あ
っ
た
。
レー

 
ニ
ン
の
^

^

革

命
 

家
集
団
と
ち
が
い
、

そ
れ
は
他

と̂

の

^

^

、

党
員
と
投
票
者
か
く
と
く
を
目 

的
に
し
て
お
り
、
し
か
も
右
派
強
化
の
時
期
に
ぞ
の
！̂

が
行
な
わ
れ
た
こ
と 

は
、

内̂

の
^
.い

に

で

あ

る

よ

う

な

形

で

.官
僚
化
を
促
進
さ
せ
た
。

と
の 

ニ
つ
の
面
か
ら
党
機
構
が
急
進
派
チH

ッ
ク
に
活
用
さ
れ
た
.の
で

，あ

る

。

1

九
0

21
:

丨

一

九
ニ

一 

年
の
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党
史

.
ま
た
、
執
行
部
に
対
す
る
党
大
会
の
抵
抗
が
、
な
ぜ
結
局
に
お
い
て
挫
折
し 

た
か
を
、
' 党
大
会
の
.構
成
の
面
か
ら
解
明
す
る
。
会
_
運
営
を
連
じ
て
と
い
う 

点
を
別
に
す
れ
ば
、
党
組
織
の
弱
い
所(

小
都
市
や
農
村)
も
強
い
所(

力
# 

;市)

も
同
じ
三
名
の
代
議
員
を
選
出
し
た
た
め
、
前
者
に
不
当
な
力
を
与
え
た 

■こ
と
、
さ
ら
に
、
一
九
〇
九
年
の
比
例
代
表
制
の
部
分
的
採
用
に
も
拘
わ
ら
ず
、
 

一
九
一
一
年
の
大
会
で
は
大
都
市
が
五
、
七
〇
〇
人
に
一
入
、
小
^

mが
五
七 

人
に
一
人
の
^

_員
を
出
し
、g

、

〇
〇
〇
入
以
下
の
組
織
が
代
議
員
の
過
半 

数
を
占
め
て
執
行
部
の
支
持
層
と
な
っ
た
事
実
を
^

■
す
る
。

こ
の
ょ
う
に
、
 

民
主
主
義
を
信
条
と
す
る
改
良
主
義
の
党
支
配
は
、
皮
肉
に
も
非
民
主
的
党
連 

営
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。_

第
三
部
'

―

-
2九
〇
九
丄

.九
ー
0)

こ
の
時
期
は
、
B
c:
1
0
wブ
口

ッ
ク
の
解
体
に
ょ
ケ
、

改
良
主
義
若
が
力
を 

え
た
時
期
で
あ
る
。
：Bi

i
l
o
w

ブ
ロ
ッ
ク
の
.崩
壊
を
み
る
や
、

修
正
主
義
者
は 

革
命
的
讽
立
か
ら
の
脱
却
、
改
良
を
.め
ざ
す
1

と
の
て
い
け
い
を
主
張
し
、
 

急
進
派
：は
、
か
り
に
民
主
化
が
す
す
ん
だ
と
し
.て
も
そ
れ
が
反
帝
国
主
義
の
力 

を
強
め
る
事
に
.な
る
，か
と
い
う
点
に
疑
問
を
も
ち
、
慎
重
.な
態
度
を
と
つ
た
。
 

ま
し
.て
、.stuttgaHt

大
会
で
戦
争
と
植
民
地
主
義
に
対
す
る
強
硬
決
讓
に 

強
く
反
対
し
た
修
正
主
義
者
と
組
合
主
義
者
が
、
国
内
問
題
優
先
を
主
張
す
る 

時
、
急
進
派
は
否
矩
的
に
反
^
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ド
ィ
ツ
の
お
か
れ
た 

社
会
的

.

.経
済
的

•政
治
的
事
情
が
、
す
っ
き
り
し
た
戦
術
を
許
さ
ぬ
最
大
の

原
因
で
も
あ
っ
た
。

一
九
.〇
九
年
のL

e
i
p
z
i
g

大
会
は
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
態
度
を
と
っ
た
。

四一
(

九
七
五)



租

税

問

題

：で.は、
.
.結
局
国
会
讓
i

に
委
任
し
た
形
で
修
正
主
義
者
の
勝
利
と 

な
り
、
，自
由
党
と
め
て
い
け
い
問
題
で
は
、
’と
れ
を
拒
ん
だ
：
毖

3
:
1
1
3
1

:浹
議
を 

M

し
た
が
と
思
う
と
翌
朝
こ
：れ
を
否
決
す
る
と
い
？
允
工
合
で
.あ
っ
た
。
■ -こ 

ぅして、改良
主
義
者
は
ブ
ロ

.ッ
ク

崩

襲

の

新

情

勢

に

^

す

る

党 

政

策

謹

の

、
第I

段
階
で
藤
利
を
t

め
た
。
'

:
し
か
し
、
B
Bi
o
wブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
に
ょ
っ
て
政
府
が
^
^
し
た
プ
ロ
シ 

ヤ
i

法
改
IE
は
流
れ
、
プ
ロ
シ
ヤ
を
は
じ
め
各
州
に
は
げ
し
い
選
攀
法
改
正 

の
大
衆
闘
争
が
i

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
戦
術
を
.ね
る
プ
ロ
シ
ヤ
党
会
議
で 

は
、
自
由
党
と
の
て
い
け
い
、
.温
和
な
戦
術
を
と
■く
べ
ル
シ
ダ
ユ
タ
イ
ン
ら
の 

説
得
に
も
拘
わ
ら
ず
、4

議
の
空
気
は
急
進
派
に
菜

し

た

。
,加
え
て
、

一
九 

一
o

s
ー
月
四
1:
1
のB

e
t
h
m

 a
p
n
—H
o
l
l
w
e
g

の
き
わ
め
て
不
十
八
々
な
プ
P
.
 

シ
ヤ
選
挙
法
改
正
i

表
は
、
広
汎
な
ふ
•ん
げ
き
を
ま
ね
き
、
し
が
も
、
。ブ
ロ 

シ
ヤ
_
■#
の
1

に
お
.い
て

は

、

ベ

ル

ン

シ

.ユ

タ

イ

ン

の

予
想
を
裏
切
り
、
南 

由
党
は
独
自
の
立
場
を
と
っ
て
保
守
党=

中
央
党
の
多
数
.

で
1

を
通
過
さ
せ 

た
。'こ

ぅ
し
た
選
^
法
改
正
を
め
ぐ
る
闘
争
と
と
も
に
、
一
一
九
. 一.
o年
は

、
.
労

働 

争
議
も
は
げ
し
く
、M

匿

f
e
l
d

炭
坑
争
議
に
は
軍
隊
の
出
動
を
み
た
。

一：九
.
.
 

〇
五
丨
六
年
を
想
起
さ
せ
る
か
か
る
空
気
の
中
で
、
大
衆
は

.マ
ス
.
ス
ト
ラ
イ 

キ
の
使
用
を
の
ぞ
み
、
そ
の
尉
議
を
要
求
し
た
。，
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
は
、
■
こ
の 

運
動
の
指
導
権
を
に
ぎ
り
、

マ
ス
.
.
.
.
.

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
戦
術
の
討
議
.と
そ
.の 

採
決
を
要
求
す
る
論
文
をv

o
r
w
^
T
t
s

に
お
く
っ
た
。
<Jo

r
w
s
r
t
s

は
こ
れ 

を
拒
み
、N

e
u
e

 Z
e
i
t

も
そ
れ
に
従
つ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

, 

' 

四
，ニ 

.

(

九

+:
六)

ダ
.
.
.
と
力
ゥ
グ
キ
ー
の
戦
術
の
相
違
は
表
面
化
し
、
ヵ
ゥ
ッ
キ
ー
は
急
進
派
を
離 

,れ
て
_

派
の
立
場
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
魅
論
的
に
は
中
央
派
の
中
^g

 

立
場
ば
存
在
し
え
た
が
、
現
実
に
は
つ
ぎ
■の
，
国

会

選

挙

に

.す

べ

て

を

托

し

た

こ 

と
に
よ
っ
て
#
正
主
義
者
を
は
げ
ま
す
こ
と
.に
な
？
た

':
0
 

々
急
進
派
内
の
内
紛
に
力
を
え
て
：、
修
正
生
義
者
は
既
成
事
実
の
作
成
、
全
国 

_

へ
.の
^11

の
波
及
を
計
算
に
い
れB

a
d
e
n
:

に
お
い
て
子
算
案
賛
成
に
投
票
し 

た
。
：と
れ
に
対
し
、
中
央
派
は
規
建
埋
反
を
非
難
じ
、.
急
進
左
派
は
修
正
主
義 

者
の
.復
.活
を
党
政
策
の
産
物
と
.断
じ
て
、
觉
政
策
全
般
へ
の
攻
擊
に
転
じ
た
0
 

.-M
a
g
d
e
b
u
r
g

^'
会

(

l
-A
r
-s
で
は
、
プ
ロ
シ
ャ
選
挙
法
改
正
問
題
で 

修
正
主
義
者
が
中
央
派
と
く
ん
で
急
進
左
派
に
対
抗
し
、
予
算
賛
成
投
翦
問
題 

で
は
急
進
左
派
が
中
央
派
と
く
ん
で
修
正
主
義
者
と
対
抗
す
る
と
い
ぅ
よ
ぅ 

に
、
三
ッ
巴
を
演
じ
た
。

.

.か
く
て
、
，こ
の
時
期
の
後
半
は
、
支
隱
級
の
非
妥
協
的
態
度
、
改
良
主
義 

戦
術
の
失
敗
に
よ
り
、
革
命
的
希
望
が
再
興
し
、
-ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
を

中
心
に 

分
派
形
態
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
'た
。
党
指
導
部
は
、

派
と
共
に
両
者
の
中 

間
の
立
場
を
と
り
、
S
会
選
挙
に
す
べ
て
を
托
：し
た
。
ま
た
執
行
部
は
、
急
進 

左
派
を
押
え
る
た
：め
党
機
関
紙
誌
に
圧
迫
を
加
え
始
め
た
。

.
第
四
部
丨
ハ
ー
九
一
一
ー
ー-A
一
 

3

モ
，ロ
ッ
コ
事
件
で
執
行
部
が
示
し
た
態
度
は
、
危
機
の
過
少
評
価
で
あ
り
、

.
極
め
.て
消
極
：

g
で
あ

-?
た
。
反
帝
闘
争
よ
り
選
举
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
内
容 

のM
o
l
k
e
n
b
u
h
r

 

.の.手
配
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
に
よ
っ
.て
ば
く
ろ
さ
れ
た
こ 

と
と
、
労
働
組
合
全
国
委
の
依
頼
で
、
組
合
に
対
す
る
攻
撃
を
弱
め
.る
よ
う
に

と

の「

秘
密
回
状」

が
地
方
組
i

導
者
に
流
さ
れ
た
こ
と
が
パ
ク
ロ
さ
れ
た 

こ
と
で
、
執
行
部
は
苦
境
に
立
っ
た
。
も
っ
と
も
^:
^

な̂
^
に
執
行
^
の
 ̂

行
能
力
が
問
わ
れ
た
と
い
っ
た
印
象
は
免
れ
な
か
，っ
た
。
し
か
し
、

一，九
〇
，六 

ハ
ヰ
に
は
組
合
主
義
者
を
党
規
#
に
従
わ
せ
る
た
.め
に
闘
っ
た
の
に
、

一
九
一
一 

年
に
は
指
導
部
に
対
す
る
発
言
の
囱
由
の
た
.め
に
闘

'?
た
事
実
の
う
ち
に
、
こ 

の
間
の
左
派
の
力
の
変
化
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
た
。

J
e
n
a

大
会C

一
 
九

ニ 

)

、c
h
e
l
t
z

大
会(

.一
九
ニ一

)

で
は
機
構
改 

革
が
重
要
な
議
題
と
な
り
、
結
M
は
急
進
派
^
$
案
は
失
敗
に
帰
し
、

一
面 

で
は
執
行
部
の
強
化
、
他
面
で
は
新
党
会
議
と
い
う
形
で
修
正
主
義
者
の
連
邦 

■主
義
が
実
現
を
み
る
に
至
っ
た
。

.

一

九

二

丄

九

一

一

苹

の
こ

の

党
i

^ c
i E
-

M

■
は

、

分

裂

：の

発

展

を

.ー
ボ

す
一
里
塚
で
あ
ク

た

。

一
九
〇
七
年
に
は
戦
争
と
帝
国
主
義
の
問
題
は
政
策
問

題
と
し
て
争
わ
れ
た
が
、
、一
九
一
.一
年
に
は
党
内
権
力
の
問
題
、
：組
i

制
の

争
い
に
か
わ
り
、
こ
の
中
で
急
進
的
反
対
派
は
再
編
成
さ
れ
た
。
即
ち
、.
中
央

派
役
員
同
様
.

Kautsky, Hilferding, L
i
p
i
n
s
k
i

は
反
執
行
部
蓮
動
の
局

外
に
立
ち
、
中
央
左
派
.の
国<1̂

11

員
、
れedebouiv 

D
i
t
t
m
a
i
m
, 

Hoch,

Stadthagen, Albrechts E
m
m
e
l
.

が
指
導
権
を
'に
ぎ
り
、wisenacher

(
一

九

一

ニ
年
六
月
六
日
、
急
進
派
が
独
自
.の
党
鐵
微
改
革
寒
を
ね
る
た
め

.
 

• 

.

.

.

.

. 

.

 

E
i
s
e
n
a
c
h

に
集

'ま
、？
た
こ
と
か
ら
と
う
よ
ば
れ
た)

と
よ
ば
れ
る
一
団
が
、

故
に
独
立
ド
イ
ッ
社
会
民
主
党(

U
S
F
D
)

に
発
展
す
る
議
会
反
対
派
の
中
核

と
な

.つ
た
。

.

J
e
n
a

大

会(

一
九
一
一)

で
、

改
良
主
義
的
選
拳
戦
術
を
大
福
に
，採
用

一
九
〇
五
-
一
九
二
一

L
、
執
行
部
が
す
べ
て
を
托
し
た
一
九 
一
ニ
年
の
選
挙
結
果
は
、：
反

.su
e

 

B
lack

派
が
多
数〈

社
会
民
主
党
I
一：
1
0、
自
由
.党—

四
四
、
進
步
党
丨
四 

r

nを
し
め
た
.こ
と
で
は
成
功
で
あ
っ
た
が
、
進
步
党
の
支
持
者
の
多
く
が
決
.
 

戦
投
票
で
社
会
民
主
党
よ
り
も
保
守
党
を
え
ら
び
、
中
産
階
級
の
離
反
を
示
し 

た
こ
と
、
.お
よ
び
軍
国
主
義
政
策
と
世
界
政
策
に
対
す
る
各
党
の
見
解
の
相
違 

は
、
そ
の
後
の
困
難
を
予
想
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
マ
た
。
事
実
議
長
選
挙
で
早 

く
も
自
由
党
.の
右
傾
化
が
あ
ら
わ
れ
、
社
会
民
主
党
、
進
歩
党
は
少
数
派
に
な 

'っ
た
。
ま
た
外
交
政
策
の
面
で
も
何
ら
の
変
更
を
し
い
る
力
も
な
か
っ.
た
。
党 

内
の
、
自
由
党
と
の
：て
い
げ
い
を
主
張
し
：た
人
'は
困
惑
し
、
急
進
左
派
は
資
本 

家
政
党

.に
対
す
る
無
原
則
的
な
態
度
の
結
果
と
し
て
こ
れ
を
攻
擊
し
た
。

急
進
左
派
は
、
軍
国
主
義
と
帝
国
主
義
の
問
題
が
政
治
生
活
の
軸
で
あ
る
と 

，
い

ぅ

現

状

認

識

か

ら

出

発

し

て

、

.マ
ス
•
.ス
ト

ラ

ィ

キ

、

大

衆

行

動

の

^

動

方 

法
、
帝
国
主
義

•戦
争
反
対
の
優
先
を
軸
に
し
て
®
論
と
実
践
の
統j

を
行
な 

っ
た
。
か
れ
ら
の
大
衆
行
動
観
は
、

一

面
で
は
帝

S
主
義
観
と
結
び
つ
い
て
い 

た
が
、
他
面
で
は
、
大
衆
の
自
然
発
生
的
行
動
力
に
無
条
件
の
信
頼
を
お
く
そ 

の
大
衆
観
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
革
命
を
組
織
す
る
こ
と
に
&
意
を
向
け
な
い 

点
で
レ
ー
ニ
ン
の
そ
れ
と

鋭
く
区
別
さ
れ
た
。
 

\ 

.

こ
ぅ
し
た
急
進
左
派
の
.見
解
は
、
党
の
諸
政
策
と
妥
協
し
が
た
い
も
の
で
あ 

り
、
抗
争
は
下
部
組
織
.に
被
及
す
る
と
共
に
、
急
進
左
派
の
新
た
な
結
集
を
招 

い
た
。

一
九
一
.三
年
十
二
月
に
は
ル
ク
セ
ゾ
.ブ
ル
ダ
、
メ
ー
リ
ン
グ
、
ヵ
ル
ス 

キ
ら
ゆ
社
会
民
主
主
義
通
信
を
発
刊
し
た
。.執
行
部
も
ま
た
右
派
に
対
し
寛
大 

で
左
派
に
対
し
て
き
び
.し
い
規
震
制
を
開
始
し
た

。

:
.

四

三

(

九
七
七)

’

年
の
K
イ

%

会
民
主
党
史



第
五
部——

一
九
一
四
年
八
月
八
日
の
戦
争
信
任
は
、
第
一
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
の
さ
い
の 

態

度

、

一

九

〇

七

，
ヰ

i

の
1

に

対

す

る

ぼ

^

，

一

 
九
〇
七
年
の
第
二
イ
ン 

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
会
で
の
行
動
、
第
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
の
さ
い
の
態
度
、

1

九
_

一
三
年
の
租
税
案
賛
成
投
票
の.一

連
の
行
動
の
発
展
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
 

執
行
部
も
組
合
幹
部
.も
弾
压
.を
お
そ
れ
、
，.ロ
.
シ

ア

に

敗

れ

る
こ
と
を
お
そ
れ
、
 

戦
争
反
対
に
ょ
っ
て
労
働
者
階
級
の
支
持
を
失
ぅ
こ
と
を
.お
そ
れ
た
。
執
行
部 

が
f

を
反
執
行
部
闘
争
の
抑m

に
利
用
し
、
規
律
統
制
の
強
化
を
も
っ
て
の 

ぞ
ん
だ
こ
と
は
分
裂
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
一
四
年 

八
月
五
日
に
予
宠
さ
れ
て
ノ
い
た
党
大
会
の
無
期
延
期
発
表
は
組
織
的
分
裂
を
は 

や
め
た
。

し
か
し
、
こ
ぅ
し
た
中
で
、
急
進
左
派
と
中
央
左
派
の
分
裂
も
再
燃
し
、
対 

立
抗
争
は
一
九一

七
年
一
月
ま
で
つ
づ
い
た
。

1

九
一
六
年
の
、
軍
事
的
行
詰
り
、
経
篇
困
難
か
ら
く
る
政
府
へ
の
不
信 

の
増
大
、
執
行
部
の
政
策
に
対
す
る
信
頼
の
喪
失
、
改
良
主
義
の
破
綻
、
•そ
れ 

に
加
え
て
、
党
保
全
の
た
め
の
反
対
派
排
除
の
方
針
は
、

つ
い
に
ス
.。ハ
..ル
タ
ク 

ス
0
と
中
央
左
派
と
の
八
ロ
^
に
ょ
る
、
独
立
ド
イ
ツ

社
会
民
/王
党
を
結
成
さ
せ 

る
に
至
り(

一
九
一
七
年
イ
ー
ス
タ
ー
の
日)

、
組
織
的
に
も
社
会
民
主
党
は 

分
裂
し
た
。

独
立
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党(

U
S
P
D
)

は
、
右
に

w

p

B
e
l
t
e
l
n
,

 

w
u
r
m
、

左
に
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
を
配
し
、
そ
の
間
に
大
部
分
が
位
し
た
。
ゴ 

丨
タ
で
採
択
さ
れ
た
綱
領
は
、

エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
再
現
で
あ
る
点
、
ス
パ
ル

四
四
' (

九
七
八)

タ
ク
ス
0}
の
不
満
を
買
マ
た
が
、
ー：

d
S
P
D
:

の
多
数
の
最
大
関
心
事
は
、

i
 

的
な
、
反
対
政
策
の
復
活
で
，あ
り
、
社
会
革
命
を
な
し
と
げ
る
意
志
は
な
か
っ
 

た
。
組
織
問
題
に
つ
い
て
も
、
中
央
左
派
は
適
度
の
分
散
と
非
官
僚
化
を
主
張 

し
、
.
ス
バ
ル
タ
ク
ス
：団
は
中
央
左
派
以
上
に
反
官
僚
主
義
、
反
中
央
_
権
主
義 

で
.あ
？
た
0
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
の
こ
う
し
た
主
張
の
か
げ
に
は
、
中
央
左
派
へ 

の
不
信
と
、
い
ま
ま
で
の
経
験
が
生
ん
だ
組
織
そ
の
も
の
へ
の
〒
信
が
重
な
り 

あ
っ
て
い
た
。
ま
た
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
の
革
命
理
論
そ
の
も
の
が
組
®
!
^
を 

生
む
点
も
重
要
で
.あ
る
。H

.

ル
フ
ル
ト
.綱
領
の
復
活
に
ょ
っ
て
㈱
砠
さ
れ
た
純 

粋
な
反
対
政
策
は
、
当
時
の
情
況
に
合
致
し
、
大
衆
的
ス
ト
ラ
ィ
キ
と
結
合
し 

て
革
命
的
空
気
を
つ
く
っ
た
が
、
反
中
央
集
権
、
反
官
僚
主
義
の
組
織
は
、
自 

然
発
生
的
な
大
衆
行
動
を
単一

の
政
治
的
力
に
統
一
、
団
結
さ
す
力
を
自
ら
う 

ば
う
結
果
と
な
り
、
レ~

 
-一
 
ソ
的
指
導
と
の
対
照
を
示
し
た
。

以
上
の
分
析
の
さ
い
ご
に
、
著
者
は
、
結
論
に
か
え
て
、
分
解
し
た
社
会
民 

主
党
か
ら
、
今
日
の
共
産
党
べ
の
変
質(transformation

)

の
問
題
に
ふ 

れ
、
つ
ぎ
の
ょ
う
に
結
ん
で
い
る
。

共
産
觉
と
1
刖
の
社
会
民
主
党
急
進
派
の
間
に
は
、
革

命•

社
会
主
義
を
逋 

じ
で
の
人
類
の
救
済
ど
い
う
考
え
の
^
通
点
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
至
る
手
段 

の
点
：で
は
ち
が
っ
.て
い
た
。
し
か
る
に
、

革
命
を
連
じ
て
の
体
験
は
、
 

旧
社
会
民
主
党
の
資
本
主
義
擁
護
の
性
格
と
、
革
命
の
形
態
と
し
て
の
大
衆
行 

動
、，
マ
ス
.
.ス
.
.
ト
ラ
ィ
キ
、
労
働
者
兵
士
•委
員
会
と
を
教
え
た
。
さ
ら
に一.

歩 

す
す
ん
で
、
C

の
委
員
会
の
徹
底
し
た
民
主
主
義
に
、
急
進
派
の
自
然
生
長
的 

革
命
論
の
集
中
的
弱
点
が
存
在
す
る
事
を
し
め
•し
、：
権
力
奪
取
を
唯

一
の
目
的

と
し
た
意
識
他
戦
略
と
中
央
集
権
的
指
導
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
 

こ
れ
は
従
来
の
急
進
派
の
民
主
主
義
の
信
条
と
革
命
観
を
動
揺
，さ
せ
ず
に
は
お 

かず、
一九二〇年
六
月
の
第
三
イ
ン
タ
交
渉
と

な
り
，、
独
立
ド
イ
ツ 

社
会
民
主
党
か
ら
の
大
量
の
共
産
党
加
盟
と
な
っ
た
.
.
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
急 

進
派
は
、
き
び
し
い
、
独
栽
的
な
党
と
し
て
登
場
し
、
改
良
派
ば
、
ま
と
ま
っ 

て
は
い
る
が
、
お
ん
け
ん
で
不
活
発
な
党
と
し
て
登
場
す
る
。
他
方
、
中
央
派 

は
、
党
が
一
づ
に
な
♦っ
て
内
i

争
を
つ
づ
け
て
い
た
が
故
に
存
在
意
義
が
あ 

っ
た
辦
を
し
め
し
、
二
つ
の
党
に
分
裂
す
る
や
、
そ
の
い
ず
れ
に
：お
い
て
も
影 

響
力
を
失
い
、
残
存
者
は
一
九
ニ
一一 
年
に
社
ム 

1、3£
党
に
復
p§
し
た
。
.

旧
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
分
割
さ
れ
た
遺
産
の
相
続
渚
は
、

L
e
d
e
b
o
m
:

で 

は
な
く
、

エ
ー
べ
ル
ト
と1/
丨
.1ーン
.で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
と
議
会
的
民
主
主 

義
を
両
立
さ
せ
：よ
う
と
し
た.
^<

派
の
失
墜
は
、
.
そ
の
両
立
し
が
た
いこ
と 

を
、
雄

弁

に

響

つ

て

い

る

。

B
e
r
l
a
u

は
時
期
的
に
は
、se

h
o
r
s
k
e

の
扱
っ
た
時
期
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
 

一
九
二1

年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。

は
、

つ
ぎ
の
十
四
の
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

：
:

第
一
章
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
の
起
源
■

:

第
二
章
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
か
ら
修
正
主
義
迄 

第
三
章
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
と
攀

Q

勃
発 

第
四
章
ド
イ
ツ
の
戦
時
政
策
批
判

一
九
0
五
丨
1
九
二一

年
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
史

第
五
章
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
ド
イ
ツ
の
戦
争
目
的 

第
六
章
ド

イ
.
ツ
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
主
党 

第
七
章
，
ド
イ
ツ
f

の
諸
原
因 

第
八
章
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と

.ド
イ
ツ
革
命

.

:

第
九
章

:,
:淛
場

れ

肇

命

‘
'
,

第十章■内
乱

第

十一

章

.:
再

考

さ

れ

た

社

会

、
王

義 

.

.第

.十
ニ
章
.
.
.
.
ド
-̂
ツ
社
会
.民
主
党
と
平
和
解
決
.
.
.

第

士

肇

ゲ

*
リ
ッ
ツ
綱
領

 

.
 

第
十
四
章

-結

論

〉

 

.
 

ワ
イ
.マ
ー
ル
共
和
国
が
社
会
主
義
の
理
想
を
実
現
で
き
ず
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク 

の
帝
国
と
大
し
て
ち
が
う
と
こ
ろ
な
く
お
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？

.
著
者
は
こ 

の
原
因
を
と
く
た
.め
に
社
会
民
主
党
の
急
速
な
変
質
に
間
題
を
し

ぼ

り

、

こ
う 

し
た
変
質
が
、
外
的
条
件
に
ょ
っ
て
で
は
な
く
、
党
の
内
的
発
展
か
ら
生
じ
た 

も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
こ
の
観
点
か
ら
、，
社
会
民
主
党
の
：か 

か
げ
る
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
外
交
政
策
を
検
討
し
、
こ
れ
を
論
証
し
ょ
う
と
す 

る
。

：

:

.
第
一ー

ニ
章
は
、
い
ゎ
ば
一
九
一
四
年
以
後
の
社
会
民
主
党
を
知
る
た
め
の 

予
備
知
識
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
’は
つ
ぎ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
.罾
豸
は
ラ
ツ
サ
ー
ル
の
影
響
を
非
常
に
強
く
み
'.
ゴ
ー
タ
綱
領
が 

ラ
ッ
サ
丨
\ル
の
影
響
を
.う
け
な
が
ら
、

一
八
七
八
年
以
後
の
実
践
に
お
い
て
急

激
に
マ
ルク

. ：

ス
の
影
響
べ
と
傾
い
.た
の
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
主
義
者
取
締

四

五

〈

九
七
九)



法
の
結
果
で
あ
る
と
し
、
'',1

.
#
^
、
.

偶
_

な
も
の
と
み
る
0

レ 

第
二
に
、

エ
ル
フ
ル
ト

綱
領
の
評

ft
'に
お
い
て
、

さ
き
の
：
.

s
&
o
r
s
k
e
:

同 

様
、
'
f
主
義
的
側
面
と
改
良
主
義
的
側
面
と
を
：も
つ
と
す
る
。
そ
し
て
改
良. 

至
義
的
侧
面
は
、
ラ
ヅ
サ
ー
ル：
主
義
.の
復
活
で
あ
り
、
社
会
主
義
者
取
締
法
の
', 

も
と
で一

_

a上
げ
さ
れ
た
ラ
ッ
サ
ー
ル
観
が
、
取
締
法
の
撤
廃
に
よ
っ
.て

回

'. 

復
し
た
と
い
ぅ
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
 

:
 

第
三
に
、
社
会
民
生
党
は
、
攀
を
資
本
主
義Q.

産
物
と
み
だ
が
ら
も
、
国 

家
防
衛
の
義
務
を
説
い
て
お
り
、
.植
民
地
政
策
反
対
も
、
実
施
の
仕
方
.を
問
題 

に

す

，る

態

度

が

一

質

し

て

い

た

と

.い
ぅ
指
摘
。

第
四
犯
、
修
正
主
義
が
、
実
践
の
面
で
改
良
、王
義
的
諸
政
策
を
支
持
し
た
の 

は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偶
然
の
こ
と
で
あ
り
、
修
正
、主
義
は
党
の
教
義
、
.
'

 

改
良
主
義
の
い
ず
れ
か
ら
も
区
別
さ
れ
る
第
三
の
も
の
で
あ
る
。
修
正
主
義
が 

主
張
す
る
の
は
個
々
の
戦
術
の
変

^
ヤ
は
な
く
、

ェ
ル
フ

ル

，

ト
綱
顧
の
^
礎
を 

な
し
て
い
る
理
論
そ
の
も
の
の
.修
正
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
社
会
民
主
党 

の
指
導
者
お
よ
び
党
大
会
は
、
こ
れ
を
^

と̂
し
て
の
み
理
解
し
、
上
か
も
ま 

ち
が
っ
た
馨
と
し
て
こ
れ
を
拒
け
た

>
い
ぅ
見
解
。
..

第
三
章
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
国
家
観
の
復
活
を
重
視
し
、
戦
争
支 

.持
に
態
度
を
急
変
し
た
观
由
の
中
、
全
独
を
お
お
っ
た
国
家e

的
へ
の
大
衆
的
.
 

i

の
圧
力
を
第
一
に
あ
げ
て
い
る
。
八

•
.四
政
策
の
弁
護
論
は
、

一
九
一
四 

年
七
月
の
外
交
交
渉
の
経
過
を
一
面
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
は
ド
ィ
ツ
に 

と
っ
て
防
衛
戦
争
で
あ
っ
た
と
す
る
主
張
を
中
心
'に
、
戦
争
勃
発
を
■

に
く 

い
と
め
る
力
が
な
か
っ
た

と
い
う
主
張
、
戦
争
宣
言
を
行
な
う
の
は
皇
帝
で
あ

•

 

四
六
.

(

九
<

〇
>

っ
て
1

で
は
な
い
.か
_ち
、
：八
艿
四
日
の
投
翦
は
戦
争
支
持
を
い
み
し
な
か
っ 

た
と
い
う
詭
弁
に
近
：い

主

張

等

が

m

さ
れ
：た
。
.著
者
は
こ
う
1,
た
弁
護
論
の 

本
質
は
国
家
利
益
優
先
の
告
白
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
し
'て
'い
る
0

;■
'

第

四

章

に

お

ぃ

て

：
は

、

#
糧
問
題
，
ま

^

^
の

^

^

問

興

少

数

民

族
 

と
被
由
領
国
民
の
取
扱
い
問
題
、
：戒
厳
i

と
検
閲
問
題
、
民
主
的
改
良
の
問 

題
、
.こ
.う
し
た
一
れ
ん
:0
^
時
政
^
に
^
す
る
|±
^

^
3^
觉
の
批
判

€>
'
仕
方
と
.
 

内
容
を
検
討
し
、
.つ

ぎ

の

点

を

議

す

る

-°
.

ン

.

第
一
.

に
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
批
判
を
、へ
社
会
民
主
党
は
愛
国
的
義
務 

私
基
づ
く
も
の
と
し
て
行
な
つ
て
い
る
。
例
え
ば
民
主
的
改
良
の
問
題
で
は
、 

交
戦
国
の
宣
伝
の
：余
地
を
な
く
し
.
、
国
家
に
、
よ
り
愛
着
を
-%
ち
う
る
た
め
に 

と
い
t

、
；.軍
隊
内
の
.

.

改
革
問
題
'
で
.■

は
、
.
士
気
こ
う
よ
う
の
た
め
に
と
い
う
如
く
.

 

で
あ
る
。

.

 

\

.

.

第
二
に
、
.政
府
支
持
を
徹
回
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
に
譲
旗
を
し
い
る
企 

て
は
決
し
て
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

.

第
1ー
ー
に
、
政
策
決
定
の
権
力
は
し
だ
い
に
軍
最
高
司
令
部
の
手
に
移
っ
て
い 

っ
た
が
、
社
会
民
主
党
は
ド
ィ
ッ
休
戦
提
1

、
失
政
の
責
任
を
、
最
高
司
令 

部
忙
問
お
う
と
せ
ず
、
そ
れ
を
さ
げ
た
。

以
上
の
点
を
指
摘
し
、

一
九
一
四
年
八
月
四
日
の
■
#•
ま
#
双
^
は
せ
♦
民 

主
党
の
変
質
を
.免
定
的
に
し
、
批
判
も
最
高
の
国
家
的
利
益
を
実
現
す
る
た
め 

の
も
の
と
.な
っ
て
.い
た
.
-と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章
.で
は
、
社
会
民
主
党
は
八
月
四
日
の
態
度
決
定
に
さ
い
し
、
労
働
若 

の
死
活
の
利
益
を
守
る
た
め
の
国
家
防
衛
を
う
た
っ
た
が
、領
土
拡
張
の
野
心
、

賠
償
問
題
の
態
度
、
全
ド
イ
ッ
領
土
保
持
に
つ
い
て
の
.ゆ
る
ぎ
の
な
い
態
度
、
 

併
合
主
義
そ
の
も
の
へ
の
反
対
で
は
な
く
、
外
国
で
の
不
評
が
戦
争
終
結
を
お 

く
ら
せ
る
と
い
う
理
由
で
^:
^
し
た
態
I t
、

こ
う
し
た
態
度
と
国
家
防
衛
の
う 

た
い
文
句
と
の
間
に
明
ら
か
に
矛
盾
し
た
も
の
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
.こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
利
益
を
優
先
さ
せ
た
八
月
四
日
以
後 

の
社
会
民
主
党
の
国
家
主
義
的
態
度
と
、.
こ
れ
に
不
満
で
訣
別
し
た
独
立
社
 ̂

民
主
党
の
態
度
と
を
比
較
す
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
-国
家
防
衛
を
み
と
め

た

 ̂

で
は
両
者
共
通
す
る
が
、
後
者
が
人
間
性
と
正
義
に
合
致
す
る
真
の
国
家E
：

的 

を
念
頭
に
お
い
た
の
に
対
し
、
前
者
が
国
家
主
義
的
な
国
家
目
盼
を
主
張
し
た 

点
に
相
違
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
鋭
い
想
®
は
そ
れ
を
達
成
す
る
手
段
の
問
題
で 

あ

'
 
独
立
社
会
民
主
党
は
、
社
会
民
主
党
の
以
前
の
苹
命
的
伝
統(

宣
伝
せ 

ん
ど
う

.
ス
ト
ラ
イ
キ

.

^

^

^

g
)

を
う
け
つ
い
だ
。
最
後
に
著
者
は
、
よ 

く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

一

九
一
八
年
の
革
命
と
独
立
社
会
民
主
党
と
の
間
に
直 

接
の
関
係
は
な
く
、
$
叩
は
囱
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

,
 

第
七
章
、
第
八
章
で
は
、
ド
イ
ッ
^

の̂
原
因
と
革
命
に
対
す
る
社
会
民
主
-
 

贫
の
態
度
を
扱
う
。

.
著
者
は
、
$
叩
の
原
因
と
し
て
、
第
一
に
敗
戦
の
も
た
ら
し
た
諸
困
難
と
、
 

政
府
の
無
策
、：
第
二
、に
、
平
和
を
ね
が
う
民
^

を

裏
切
る

^
!
,
け

い
ぞ
く
エ
作 

の

畫

、
第
三
に
、休
戦
を
妨
げ
て
い

る
政
治
改
苹
の
停
滞
の
三
点
を
指
摘
し
、■ 

■さ
ら
に
、
こ

う

し

て発
生
し

.た

革
命
の
特
徵
は
、
へ指
導
す
る
中
核
■を
欠
.い

た

こ
 

と

、
軍

隊

の

，無

抵

抗

、
公

務

員

の

新

政

府

へ
の
従
順
な
服
従
に
あ
っ

た

と

す

る.0 

で
は
、
，社
会
民
主
党
は
革
命
に
ど
：の
.よ
う
に
の
ぞ
ん
だ
か

。
' 社
会
民
主
党

1

九
〇

五
1
,
1九
ニ
一
 
年

の
ド
イ
ツ
社
，会

民

主

党史

は
、
端
緒
と
な
っ
た
退
位
問
題
に
き
わ
め
て
冷
淡
で
、
.大
衆

を抑
！：H

す
る
こ
と 

が
困
難
と
み
た
時
に
、
は
じ
め
て
闘
い
に
合
流
し
"
下
か
ら
の
革
命
に
身
を
投 

じ
て
、
自
分
のe

標
の
わ
く
内
に
と
じ
こ
め
る
こ
と
に
狂
ほ
ん
し
た
。..著
者 

'は
ノ
下
か
ら
の
革
命
の
大
衆
運
動
に
対
す
る
こ
の
社
#
民
主
党
の
態
度
を
、

口 

シ
ア
革
命
の
か
げ
に
お
び
え
た
た
め
と
み
て
い
る
。
.

第
九
章
は
、
社
会
民
主
党
の
こ
ぅ
し
た
参
加
の
仕
方
に
暗
示
さ
れ
る
、
革
命 

の
制
約
性
に
つ
い
て
說
っ
て
い
る
。
社
会
民
主
党
は
、
ボ
リ
シ
ヱ

ヴ
ィ
キ
へ

の 

憎
恶
と
、
す
べ
て
の
政
党
と
の
協
力
の
意
志
を
%'
っ
て
革
命
に
突
入
し
た
。
社 

会
民
主
党
は
、
事
態
を
暴
民
の
攻
撃
的
干
渉
の
も
と
で
の
内
閣
の
危
険
と
み
て 

い
た
。

'

政
1

命

(

徹
底
し
た
民
主
主
義)

は
あ
っ
て
も

社
会
革
命
は
な
か
っ 

た
。
こ
れ
，に
反
し
、
独
立
社
会
民
主
党
と
共
産
党
は
、
民
主
主
義
の
徹
底
だ
け 

で
な
X
社
会
主
義
共
和
国
を
要
求
し
、
民
主
主
義
議
会
制
度
の
代
わ
り
に
ソ
ヴ 

工
ト
制
度
を
主
張
し
た
。
十
一
ガ
^

は̂c'ousil r
n
o
s

日e
n
t

と
し
て 

.
の
特
色
を
も
っ

た
が
、
社
会
民
主
党
は
.Co

u
n
c
i
l

か
ら

政
治
的
権
力
を
と
り 

あ
げ
、
国
会
に
移
行
す
る
事
に
全
力
を
つ
く
し
た
。
ま
た
事
態
を
収
拾
す
る
た
.

 

め
に
最
高
司
令
部
の
支
持
を
利
用
し
た
。
' 著
者

は

、
，
社

会

民

主

党

の

収

拾

方

式 

実

現

を

助

け

た

.要

因

と

し

て
づ
ぎ
の
点
を
あ
げ
る
。

.

.

■

:

第

一:

.に
、

対

独

立

ド

ィ

ッ

社

会

民

、
玉

党

緊

で

決

定

的

な

力

と

な

.
っ

た

最

高 

司
令
部
め
支
持
。
.第
一i

に
、
行
政
磯
構
と
官
史
の
協
力
。
第
三
に
、
連
合
国
側 

:

は

C
o
i
k
c
i
l

を
交
渉
相
手
に
し
^
い

と

い
ぅ
宣
伝
。
第
.四
に
、
食
糧
危
機
解 

決

©
為
農
民
の
支
持
を
え
る
間
題
、
第
五
に
、
脱
走
兵
、
失
業
者
の

0
0目

&

等
に
み
ら
れ
た
行
す
ぎ
。
.

..

.

.

•'

-

1

V

.

:
'

,

. 

四

七

(

九
八
ー
>
_



第
十
章
で
は
、
内
乱
と
社
会
民
主
党
を
扱
い
、
社
会
民
主
党
のFree-corps 

を
使
っ
て
の
軍
窜
的
闘
い
.、
デ
マ
ゴ
*キ
~
に
よ
る
宣
伝
の
闘
い
を
つ
き
、
こ
ぅ 

し
た
手
段
を
え
ら
ば
ぬ
政
権
保
持
の
為
の
左
派
庄
迫
が
一
九 
一
A
年
以
後
の
ド 

ィ
ッ
の
民
主
主
義
の
蓮
命
に
お
と
し
た

暗
い
影
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
十
一
章
で
は
、
革
命
の
成
果
の
乏
し
さ
.に
対
す
る
不
満
を
そ
ら
す
た
め
の 

経
済
i

制
度
の
採
用
も
社
会
主
義
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
こ
と
、
.お
よ
び
、
戦 

争
経
済
か
ら
平
i

済
へ
の
移
行
、
賠
償
問
題
処
理
に
直
面
し
、
社
会
民
主
党 

は
社
会
主
義
方
式
を
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
実
現
性
の
な
い
も
の
と
し
て
放 

粟
し
、
生
産
増
大
の
点
で
資
本
主
義
に
効
用
を
見
出
す
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら 

か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
、
最
大
の
収
獲
が
、
政
府
の
統
制
の
わ 

く
外
で
行
な
わ
れ
た
、
四
大
労
組
と
ニ
一 
の
産
業
®K
と
の
間
の
広
汎
な
協
約 

で
あ
っ
た
と
結
ん
で
い
る
。

第
十
二
章
で
は
、
体
戦
I

、
平
和
条
約
を
通
じ
、
社
会
民
主
党
が
戦
時
中 

の
国
家
主
義
的
政
策
を
引
つ
い
で
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
反
対
運
動
を
展
開
し
、
こ 

の
た
め
に
第
二
ィ

ン

タ

ー

の組
織
ま
で
利
用
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い 

る
0 

.

.

第
十
三
章
で
は
、

一
九
二
一
年
に
採
択
さ
れ
たG

o
e
r
i
t
z

綱
領
は
、

変
化 

し
た
党
政
策
に
応
じ
た
理
論
の
展
開
の
必
要
性
と
、
独
立
社
会
民
主
党
と
の
合 

同
促
進
と
い
ぅ
政
治
的
配
慮
の
産
物
で
あ
る
と
す
る
。

第
十
四
章
で
は
、
以
上
に
i

さ
れ
た
分
析
を
要
約
し
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ

c

注 
一
 

0

〕

ろ

に
結
ん
で
い
る
。

「

結
局
社
会
民
主
党
は
、
一
九
一
八
/ヰ
^
後
ド
イ
ツ
が
直
面
し
た
、
旧
勢
力
と

- 

四

八

(

九
八
，ニ

)

極
左
と
の
間
の
、
不
幸
な
二
者
択
一
か
ら
脱
す
る
第
三
の
道
を
用
意
す
る
こ
と 

が
で
き
な
か
っ
た
。
デ
ィ
レ
ン
マ

’か
ら
脱
す
る
第
三
の
道
を
示
す
か
わ
り
に
、

. 

党
が
そ
の
伝
統
的
な
綱
領
の
本
質
部
分
を
拒
み
、
必
要
と
さ
れ
た
政
篇
導
を 

i

す
る
事
に
失
敗
し
た
事
は
、社
会
民
主
党
の
失
敗
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
 

即
ち
‘党
は
、
ド
ィ
ツ
共
和
国
の
そ
の
後
の
歴
史
を
そ
こ
な
っ
た
。」

(S. 340.)

(

注
七)

w
g
afo
口
は
コ
口
ン
ビ
ァ
大
学
の
人
ら
し
い
が
詳
し
く
は
わ
か
ら
な

% 

0

I

(

注
八)

著
者
は
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
主
義
の

.復
活
を
強
調
し
て
い
る
が
、

コ
ー
ル■ 

.も
指
摘
す
る
ょ
う
に

(Ibid., P. 252
)

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
諸
觉
と
の
て
い
け
い 

を
無
差
別
に
批
難
し
て
マ
ル
ク
ス
か
ら
批
判
さ
れ
た
の
も
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
で 

あ
り
、
国
家
主
義
的
傾
向
の
抬
頭
と
い
う
点
か
ら
、
直
ち
に
ラ
ッ
サ
ー
ル
主 

義
の
復
洁
と
断
定
す
る
の
は
、
疑
問
で
あ
る
。

C

取
九)

g
ot̂
o
H
g
k
e

は
‘叙
，述

"の
う
え
で
、
修

TH
主
義
と
改
良
主
義
を
げ
ん
み 

つ
に
は
区
別
せ
ず
極
め
て
恣
意
的
で
あ
る
が
、

w
e
r
l
a
u

は
、
こ
の
区
別
を 

強
調
す
る
。G

a
y

も
区
別
の
必
，要
を
強
調
し
て
い
る
。

( ：
注
一
〇

> 

コ
ー
ル
は
、
社
会
民
主
党
の
誤
り
を
現
実
を
直
視
し
な
か
っ
た
こ 

と
に
み
て
い
る

0
即
ぢ
、
か
れ
ら
；̂
国
会
で
多
数
を
え
て
政
権
を
奪
取
で
き 

る
と
考
え
て
い
た
が
、
そ

の

た

.
め

に
は
浮
動
票
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ 

と
い
う
困
難
な
問
題
を
み
な
か
っ
た
。
ま
た
党
支
持
者
の
中
に
、
社
会
主
義 

の
革
命
的
精
神
を
ふ
き
こ
：む
こ
と
を
荩
っ
た
事
も
童
視
し
て
い
る

(

Jô
s:
. 

pp. ,320-321 .)。

党得票数組合員数

1890
• .  ： 

6 1
1893 8 ； 1
1898 " A 1
1903 3 1
1907 2 U
1912 2

g

改
良
主
義
の
発
展
を
、
上
記
の
表

猶
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
党
と
労
働

筆
組
合
の
力
関
係
の
変
化
か
ら
説
明 

り 

§
 1〕

’

よ
し
て
い
る
。
し
か
し
か
..か
る
数
字

X
-3
か
ら
い
克
る
こ
と
は
、
改
良
主
義 

«1
:
の
発
展
と
、
労
働
組
合
の
比
重
増 

S

大

と

の

間

に

対

^

関

係

が

み

ら

れ 

た
と
い
う
事
実
だ
け
で
あ
っ

て

、

こ
：こ
か
ら
.因
果
関
係
ま
で
は
説
明
で
き
な 

い

.0
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
対
疮
関
係
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
、
■当
時
の
社
会
経 

造
が
労
働
組
合
蓮
動
の
性
格
に
与
え
た
投
影
と
、：.
こ
れ
に
対
す
る
社
会
主 

義
政
党
の
現
状
認
識
お
よ
び
運
動
ブ
ラ
ン
の
殳
^
を
逋
じ
、
因
果
関
係
の
i

ヰ
 

あ
る
い
は
両
者
の
関
連
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
様
に

CQ
c
h
o
r
s
k

'Q
は
#

的

戦

術

と

改

良

的

戦

術

を

、

激

し

い

闘

#
-
形 

態
を
み
と
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
形
式
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
い
か 

な
る
戦
術
と
い
え
ど
も
、：
一
面
で
は
、
政
治
的
、
社
会
的
な
ち
び
に
経
済
的
な 

実
体
に
対
す
る
一
定
の
認
識
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
戦
術 

を
通
.じ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
.目
標
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ 

ば
、
戦
術
が
前
提
し
て
い
る
実
体
に
対
す
る
認
識
を
、
蓮
動
の
結
果(

目
標
に 

近
づ
い
て
い
る
か
あ
る
い
技
遠
の
い
て
い
る
か)

.
に
よ
っ
て
検
証
し
て
ゆ
く
中 

で
、
革
命
的
戦
術

♦
改

良

的

戦

術

の

問

題

は

！
：
淨

扑

に

明

ら

か

：
に
.し

て

ゆ

く

こ 

と
が
必
要
と
.尨
る
。
右
の
ニ
つ
の
例
に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に
、
.社
会

•
経

蕩
 

造
の
分
析
の
欠
如
は
、
，著
者
が
、
社
会
主
義
違
動
と
労
働
組
合
蓮
動
の
、
革
命

因

九

(

九
八
三)

以
上
に
紹
介
し
た
二
人
の
著
者
は
、
共
通
し
，て
、
社
会
民
主
党
分
裂
の
要
因 

を
、

一
時
的
、
外
部
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
長
期
的
、
内
部
的
な
も
の 

の
展
開
と
し
て
把
え
て
い
る
。
即
ち
、M

c
h
o
r
s
k
e

は
、
時
代
へ
の
適
应
性
を 

失
っ
た
社
#
民
主
党
の
伝
統
的
政
策(

こ
れ
を
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
中
に
み
る

) 

に
対
す
る
、
左
冶
か
ら
の
挑
戦
の
結
果
と
し
て
み
る
し
、B

e
r
l
a
u

は
.、

一
九 

一
四
年
以
降
の
社
会
民
主
党
の
諸
政
策
が
、
.外
的
条
件
や
、
戦
術
的
譲
歩
と
い 

う
こ
と
で
は
、

説
明
で
き
ぬ
、

根
本
的
な
变
質
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
を
論 

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
 

S
c
h
o
r
s
k
e

は
、
分
级
の
経
過
，を
説
明
す
る
の
に
、
か
な
り
成
功
し
て
お
り
、
 

と
く
に
、
社
会
民
主
党
の
機
構
の
具
体
的
分
析
に
よ
っ
て
、
改
員

3£
義
が
党
を 

と
ら
え
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に

.し
た
こ
と
は
、
貴
重
な
成
果
と
.い
え
、
 

る
。
ま
た
、

B
e
r
l
a
u

の
■場
合
も
、
戦
争
支
持
に
ふ
み
き
っ
て
か
.ら
の
社
会
民 

主
党
の
諸
政
策
の
分
析
を
通
じ
、「

変
質」

の
内
容
と
ふ
か
さ
を
明
ら
か
に
し
て 

お
り
、
.著
者
が
希
望
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
著
作
は
、
社
会
民
主
党
の
歴
史 

に
対
す
る
理
解
だ
け
で
な
く
、
ヮ
ィ
マ
ー
ル
共
和
国
の
理
解
を
ふ
か
め
る
0 .
に 

貢
け
ん
し
て
い
る
。
：

こ
の
こ
と
を

念
頭
に
お
い
た
う
え
で
、
両
者
の
著
述
に
み
る
、
方
法
論
に
つ 

い
て
考
察
し
、
本
稿
を
結
び
た
い
と
思
>フ
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
社
会
運
動
を
■
 

扱
う
場
合
、
社

会

•経
薦
造
の
分
析
を
欠
い
た
、
両
著
書
の
方
法
に
つ
い
て 

の
疑
問
で
あ
る
。.⑵
の
紹
介
を
と
お
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
.、schorsk

®'
は
、

一
九
0
五
丨
一
九
二

一

年
の
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
党
史



的

^

と̂
改
良
的
^

#の
、
' 

1 
一
と
い
ぅ
仮
定
、
改
良
主
義
が
問
題
と

.な

.
 

る
.時
き
束

.っ
て
用
い
ら
れ
て
；き
た
こ
の

.仮
定
そ
の
も
©
を
問
題
に
す
る
こ
と 

な
く
で
暗
も
く
の

ぅ

ち

に

，
こ
れ
を
み
と

め

.、自

明

の

.
こ
と

と
し
た
事
と
結
び
つ
'
 

い
で
い
る 

0
- 

. 

一
‘
 

_ 

ぐBe
r
l
a
u

の
場
合
に
つ
い
て
、

一
：
つ

だ

け

ふ

れ

る

と

.、

か

れ

は

第

一

次

大

戦 

を

契

機

と

す

る

社

会

民

主

党

の

国

家

主

義

的

傾

向

の

中

に

、
，
ー

八

七

五

年

に

党 

が
合
流
し
て
結
党
さ
れ
た
さ
い
の
、

一
つ
の
潮
流
た
る
ラ
ッ
ザ
ー
ル
：主
義
の
復 

活
を
み
、
こ
れ
を
強
調

.1
,て
い
.る
。
.し
か

し

，
—*
八

六

四

年

に

死

ん

だ

ラ

ッ

サ

ー 

ル
の
時
代
の
国
家
と
、
独
占
資
本
の
段
階
に
入
り
、
帝
国
主
義
戦
争
の
立
役
者 

と
し
て
登
場
し
た
時
の
国
家
と
は
、
そ
の
基
礎
と
な

--
?
'て
い

る

社

会

経

^

^

造 

も
、
•そ
れ
を
支
持
t
る
社
会
層
も
全
く
異
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
を
㈣
じ
ほ
で
、

ノ 

五
0
 

(

九
八
四)

,一
フ
ッ
サ
'丨
ル
主
_
の
復
诏
^

て̂
み
た
0
で

6
問
題
妨
解
明
さ
れ
な
ぃ
0
む
し 

ち

、

こ
：グ
し
た
国
家
主
義
の
再
興
を
変
化
し
た
政
治
‘
社

会

.

.
経

篇

造

の

基
 

礎

の
.
.
ぅ
え

.

に
と
、
らえ
る

こ
と
に
ょ
つ
て
、

.

.当
時
.の
社
会
民
主
党
の
変
質
が
内
容 

:

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
ミ

，

.
■
:

'■
:社
会
運
動
は
政
治
と
経
洛
の
結
節
点
で
あ
ぎ
。
政
治
と
経
済
の
規
露
係
、 

相
互
関
係
を
検
証
し
て
ゆ
ぐ
好
個
の
分
野
で
あ
る
。
と
の
こ
と
の
複
雑
さ
、
困 

難
さ
は
大
き
い
と
し
て
.も
.、
こ
ぅ
し
た
認
識
の
ぅ
え
に
、
あ
ら
た
め
て
方
法
論 

を
1

討
す
る
必
：要
が
あ
ろ
ぅ
。

I 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

-
 

.

(

法

—*1
)

Schorske, 

ibid,, pp. 

1
3
1
1
4
:

:.Q.c玫 嫩

¥

評
及
び
紹
介
一

力

ー

ル
H
 

,ハ
イ
ン
ツ
•
ラ
イ
デ
ィ
ヒ
カ
イ
ト
著

『

ド
ィ
ッ
労
働
運
動
にお
け

る

’ゥ
；
ィ
ル
へ\

ム
•

リ

1
ブ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ア
ウ
グ
ス
ト

•
ベ

1

.
ベ

V
;
 

(Karl-Heinz 

Leidigkeit; W
i
l
h
e
l
m

 

L
i
e
b
k
s
c
h
t
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u
g
u
s
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 B
e
b
e
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b
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g
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r
e
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B
e
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g
e
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 D
s
t
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c
h
l
a
n
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e
g
e
n
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r
e
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B
e
n
:

-W
i
l
h
e
l
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 L
i
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k
n
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c
h
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は
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ラ

ィ

プ

ツ

‘
ィ

ヒ

の

力

ー

ル

ノ

マ

ル

ク

ス

大

学

ド

ィ

ッ

史

研

淹

所

Q
e
r
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fs:deuts

Q-h
e

 G
i
M
c
h
t
e

 a
n
d
e
r

 Karl-Marx-uni- 

versit

f»:t L
e
i
p
z
i
g
)

の
エ
ル
ン
ス
ト
，
エ
シ
ゲ
ル
べ
ル
ク
教
授(

$
0
け

b
H
.
 

E
r
n
s
t

 

E
y的ei

b
e
r
g
)

の
編
集
に
ょ
る
研
绝
叢
書
の
第
1
1:ー
卷

に

も

た

る

も

の 

で
あ
る
.0

す
で
に
第
一
巻
に
.は
、
ト
ー
マ
ス
，
ホ
ェ，
丨
レ
の
伝
記
的
研
究
、「

フ 

ラ
ン
ッ• 
メ 

Iリ
ゾ
グ
、
そ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
.へ
0
途
.

j 

(
T
h
o
m
a
s

 

H
or
M
e」

；

F
r

 

醫 M
e
h
n
n
g
,

 

Sein 

W
e
g

 i
n
m

 

M
a
r
x
i
s
m
u
s
,
:1
S
6
T
1

0091
)

、

第ri

巻
に
は
ハ
ン
ス
,:
,バ
ィ
土
ル
の
.

『

十
一
月
革
命
か
ら
''、
ぅ
ン
へ
ン
に
お
け 

i
ソ
ヴ
工ー

ト
共
和
国
へ J

.
 (

H
a
n
s

 

B
e
y
e
r

ふ
，V

o
n

 det: N
o
v
e
m
b
e
r
-

書評及び紹介
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